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岡山県環境文化部環境管理課

関係者の自発的な取組を促しPM2.5の排出を抑制

事業の意図 事業内容

1 事業の意図と内容

2

メリットを伝えて野焼きを減少

稲わらの有効利用

PM2.5の低減、住みやすい岡山

【目標】

PM2.5環境基準達成率85％
（令和４～６年度）

(4) 稲わら有効活用把握事業

（衛星写真による稲わらの野焼き状況の調査）

(1) 県・市・ＪＡ等関係団体連携推進会議
（課題解決に向けた協議、情報交換）

(2) 大気環境改善普及啓発事業【拡充】
（チラシ等、広報媒体、農業団体での講習会による啓発）
★動画の作成等のすき込みの促進に資する情報の充実

農業関係の行政・民間団体と協力して事業を実施

(3) 稲わら有効利用促進事業【拡充】
（すき込み時に必要な稲わら分解促進剤の購入補助）
★対象地域の拡大



岡山県環境文化部環境管理課

稲わらの有効利用（土づくりに活用）等を啓発

稲わらの有効利用に
よる土づくりを推進
(野焼きからの転換を促す)

取組可能な方から実践
ナッジの考えを取り入れ
（ヒトの行動をそっと後押し）

環境部局と農業関係者の
連携が必須

1 各種啓発【継続・一部拡充】

3

稲わら等有効利用連携
推進会議の設置

目的 進め方



岡山県環境文化部環境管理課

稲わらの有効利用（土づくりに活用）等を啓発

重点啓発 一般啓発

➢新聞：新聞広告

➢ラジオ：ラジオCM

➢テレビ：笑味ちゃん天気予報

など

1 各種啓発【継続・一部拡充】

4

➢チラシ：野焼きからすき込みへの
転換を促すチラシの作成
(リニューアル)

JA広報誌に折り込み

➢グッズ：啓発グッズの配布（新規）
➢動画：すき込み動画の作成（新規）

JA等の講習会などで活用
（動画は次年度から）

特に啓発が必要な地域で重点的に啓発
[対象地域] 岡山市、早島町、倉敷市

野焼きによるPM2.5の濃度上昇など
一般的な広報
[対象地域] 県内全域



2 稲わら有効利用の農家支援【拡充(対象地域の追加等)】

岡山県環境文化部環境管理課

稲わら分解促進剤の購入を支援（補助）

目的 補助内容

稲わらのすき込み時に散布する
分解促進材の購入費を補助し、
稲わらの野焼きから有効利用
への転換を支援

[対 象 者 ] 岡山市南区、早島町、
倉敷市茶屋町周辺地域
内の圃場に水稲の作付
を行った農家

・秋にPM2.5濃度が上昇
しやすい地域を対象

(継続地域：岡山市南区・早島町)
(追加地域：倉敷市茶屋町周辺地域)
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※R3から対象地域を追加

[補助金額] 購入費の１／２又は補助
対象土地の面積１m2あた
り●円（上限）

[対象品目] 石灰窒素など

[申請期間] 令和４年9月～12月(予定)

[窓 口] 県庁 環境管理課

※これまでの申請者に補助開始の案内送付



岡山県環境文化部環境管理課

県南の主な地域で稲わらの野焼き率を調査

目的 方法

稲わらの処理状況の現状を
客観的に把握

地域別の特徴や
経年変化を把握

（今後の事業展開に活用）

野焼きされた圃場を衛星画像で判定

【調査地域】

【調査時期】R4(2022)年 11月頃

岡山市、早島町、倉敷市、
総社市、瀬戸内市

衛星画像解析のイメージ

３ 稲わらの野焼き率調査【継続】
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岡山県環境文化部環境管理課

稲わらすき込みによる麦の生育への影響を情報収集

目的 方法

稲わらをすき込みした場合、野

焼きした場合と比較して、どのよ

うな影響が生じるかを情報収集す

る。

稲わらを野焼きした圃場とすき込み

した圃場での麦の生育状況を普及指

導センターの普及指導員とともに比

較、確認

４ すき込み促進に関する情報収集【新規】
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得られた情報を

啓発に活用



岡山県環境文化部環境管理課

畜産部局との連携

目的 方法

稲わらの飼料化による有効利用

の可能性について情報収集を行う

畜産部局と連携してコントラク

ター等から情報収集

５ その他
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今後の事業の拡大・

見直しの判断に活用

飼料化するためにロールにされた稲わら

出典:農林水産省Webサイト
(https://www.maff.go.jp/j/chikusan/sinko/lin/l_siryo/inawara.html) 



岡山県環境文化部環境管理課

農家への定期的な訪問・ヒアリング

目的 方法

稲わらの野焼きの低減に向けた

事業が農家の取り組み可能なもの

となるよう、事業の方向性につい

て、定期的にヒアリングを実施

普及指導センターの普及指導員と

ともに訪問・ヒアリングを実施

6 その他
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今後の事業の拡大・

見直しの判断に活用


